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事業性評価の取組み

① 顧客を知る ② 課題を抽出する ③ ソリューションを提供する

　地方創生・事業性評価　頭取賞　顧客との接点拡大・コミュニケーションの充実

●創業支援や再生支援など、取引先のライフステージ
に応じた優れたソリューション事例を表彰

＜平成28年度上期＞
営業店から報告のあった255案件のうち、13案件
を表彰

渉外担当者の面談件数（１日あたり）
10

5

0

（件）

H26/3

4.6件

H28/9

71％増加

7.9件

渉外担当者の面談時間（１日あたり）
4

2

0

（時間）

H26/3

2時間12分

H28/9

61％増加

3時間33分

【対応するベンチマーク】（平成２８年３月期）
ベンチマーク 計数

メインバンク取引先数(①)
①に対する融資残高
①のうち経営指標等が改善した先数※(②)

②に対する融資残高の推移

15,278先　
9,669億円
10,302先　

平成26年3月末
平成27年3月末
平成28年3月末

7,280億円
7,698億円
8,025億円

金融機関がメインバンクとして取引を
行っている企業のうち､経営指標の改善
や就業者数の増加が見られた先数､及
び､同先に対する融資額の推移

※売上高、営業利益率、労働生産性、従業員数のいずれかが増加した先

ベンチマーク 計数

与信先数
（全与信先に占める割合）

融資残高
（全融資残高に占める割合）

1,015先
（2.9%）

1,839億円
（6.7%）

金融機関が事業性評価に基づく融資を
行っている与信先数及び融資額、及び、
全与信先数及び融資額に占める割合

　当行は、地域金融機関として求められる適切な金融仲介機能を発揮するために、平成２８年９月に金融庁が公表した「金融
仲介機能のベンチマーク」を活用し、取引先企業のニーズや課題に適切なソリューションを提供することを通じて、取引先
企業の成長を支援してまいります。

金融仲介機能の充実に向けた活動（金融仲介機能のベンチマーク）

金
融
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事業性評価の取組み

ライフステージに応じたソリューション提供

事業再生等への支援

① 顧客を知る ② 課題を抽出する ③ ソリューションを提供する

　地方創生・事業性評価　頭取賞　顧客との接点拡大・コミュニケーションの充実

●創業支援や再生支援など、取引先のライフステージ
に応じた優れたソリューション事例を表彰

＜平成28年度上期＞
営業店から報告のあった255案件のうち、13案件
を表彰

渉外担当者の面談件数（１日あたり）
10

5

0

（件）

H26/3

4.6件

H28/9

71％増加

7.9件

渉外担当者の面談時間（１日あたり）
4

2

0

（時間）

H26/3

2時間12分

H28/9

61％増加

3時間33分

【対応するベンチマーク】（平成２８年３月期）
ベンチマーク 計数

メインバンク取引先数(①)
①に対する融資残高
①のうち経営指標等が改善した先数※(②)

②に対する融資残高の推移

15,278先　
9,669億円
10,302先　

平成26年3月末
平成27年3月末
平成28年3月末

7,280億円
7,698億円
8,025億円

金融機関がメインバンクとして取引を
行っている企業のうち､経営指標の改善
や就業者数の増加が見られた先数､及
び､同先に対する融資額の推移

※売上高、営業利益率、労働生産性、従業員数のいずれかが増加した先

ベンチマーク 計数

与信先数
（全与信先に占める割合）

融資残高
（全融資残高に占める割合）

1,015先
（2.9%）

1,839億円
（6.7%）

金融機関が事業性評価に基づく融資を
行っている与信先数及び融資額、及び、
全与信先数及び融資額に占める割合

創業期 成長期 安定期 低迷期 再生期

● ファンドによる資金支援
　・「京銀輝く未来応援ファンド」
　⇒ 創業～成長段階まで幅広い
　　 ステージの企業に対応
　・「きょうと農林漁業成長支援ファンド」
　⇒ 農業の６次産業化を支援

● 外部機関との連携による創業支援
　・京銀活き活きベンチャー支援ネッ
　　トワークの活用

● 広域店舗ネットワークを活かした
ビジネスマッチング

● 海外ネットワークを活かした海外
展開サポート

● Ｍ＆Ａ・事業承継
 ・外部専門家や地銀連携等を活用し、後継者問題などの課題解決をサポート

● 地域の再生支援ネットワークを活かした
　 経営改善・事業再生支援

■経営改善・事業再生支援への取組み
●地域の再生支援ネットワークを活かした
　経営改善・事業再生支援
●中小企業再生支援融資制度の活用

■金融円滑化への取組み

■「経営者保証に関するガイドライン」
　への取組み

　当行は、地域金融機関として求められる適切な金融仲介機能を発揮するために、平成２８年９月に金融庁が公表した「金融
仲介機能のベンチマーク」を活用し、取引先企業のニーズや課題に適切なソリューションを提供することを通じて、取引先
企業の成長を支援してまいります。

金融仲介機能の充実に向けた活動（金融仲介機能のベンチマーク）

【対応するベンチマーク】（平成２８年３月期）
ベンチマーク 計数

貸付条件の変更を行っている中小企業先数

経営改善計画の進捗状況

4,491先※

好調先
16先

順調先
138先

不調先
1,106先

金融機関が貸付条件の変更を行っている
中小企業の経営改善計画の進捗状況

　※うち、経営改善計画のない先3,231先

【対応するベンチマーク】（平成２８年３月期）
ベンチマーク 計数

与信先数
融資残高

全与信先 創業期 成長期 安定期 低迷期 再生期ライフステージ別の与信先数､
及び､融資額

ベンチマーク 計数

1,355件金融機関が関与した創業､第二創業の件数

地域の再生支援ネットワーク

保証協会

地元金融機関 中小企業再生
支援協議会

北近畿中小企業支援連絡会議

地域経済活性化
支援機構

京都再生ネットワーク会議
地域医療再生委員会

京都銀行
営業店

融資審査部
経営支援室

事業の再構築
・ 個別経営相談会
・ 経営改善計画書の策定支援
・ 経営改善計画実行のサポート

再生支援手法の拡充
・ 中小企業再生支援融資制度
  の活用
・ 再生スキーム・手法の活用

経
営
支
援
対
象
先

35,263先　
27,536億円

1,244先　
671億円

1,684先　
1,919億円

17,617先　
19,378億円

611先　
904億円

4,574先　
2,811億円

金
融
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